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紙面から５月の出来事

●時　事
　  2日  4月の新車登録台数、4カ月ぶりに 
      　　増加
　  6日  プロ野球、交流試合が開幕
　11日  県内新規住宅着工数、2年ぶり増

●山梨県中央会ニュース
　11日  青年中央会総会
　12日  山本知事への陳情
　19日  通常総会

６月の予定

　  2日  創立50周年記念植樹
　27日  労務改善団体連合会通常総会

2面  中央会新役員/会長表彰
3面  栄誉
　　 「有限責任事業組合契約に関する法律」成立
4面  景況情報/情報連絡員の業界の声
　　 金融アラカルト
5面  アクティブ kumiai
6面  官公需等の受注確保対策を陳情
　　 組合Q&A/Hello!組合事務局
7面  MEET THE理事長/Study room
8面  青年中央会総会
　　 ジョブサポートだより

宮川睦武会長

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、五
月
一
九
日（
木
）

午
後
二
時
か
ら
昭
和
町「
ア
ピ
オ
」で
、第
五
〇
回
通
常
総

会
を
開
催
し
た
。

　
会
員
組
合
等
の
代
表
者
、来
賓
並
び
に
受
賞
者
な
ど
約

二
五
〇
名
の
参
加
を
得
、通
常
総
会
・
表
彰
式
典
・
交
流
会

を
実
施
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
宮
川
睦
武
会
長
が
議
長
に
就
任
し
、

平
成
一
六
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
る

と
と
も
に
、平
成
一
七
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
の
ほ
か
、提
出
し
た
全
て
の
議
案
を
決

定
し
た
。

　
ま
た
、任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
が
実
施

さ
れ
宮
川
会
長
の
再
任
、新
た
な
理
事
・
監
事

の
選
任
が
な
さ
れ
、直
ち
に
開
催
し
た
理
事
会

に
お
い
て
副
会
長
、専
務
理
事
、常
務
理
事
等

が
選
任
さ
れ
た
。（
新
役
員
の
構
成
は
別
掲
）

　
平
成
一
七
年
度
は
山
梨
県
中

央
会
の
創
立
五
〇
周
年
と
な
る

た
め
、様
々
な
記
念
事
業
の
実
施

が
決
定
さ
れ
た
。
ま
ず
、
六
月
二

日
に
は
笛
吹
市﹁
金
川
の
森
﹂で﹁
中

小
企
業
の
森
づ
く
り
﹂と
題
し
た

植
樹
事
業
を
行
な
い
、一
〇
月
に

は
東
京
の﹁
富
士
の
国
や
ま
な
し

館
﹂
で
物
産
展
示
会
を
実
施
し
、

活
力
溢
れ
る
山
梨
の
味
と
産
業

を
宣
伝
し
て
い
く
。
そ
の
ほ
か
、

記
念
式
典
の
実
施
、記
念
誌
の
発

行
、
組
合
ま
つ
り
、
海
外
視
察
な

ど
が
決
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、事
業
計
画
の
基
本
方
針

で
は
規
制
緩
和
と
市
場
原
理
に

基
づ
い
た
経
済
が
進
展
す
る
中

に
あ
っ
て
も
、中
小
企
業
に
と
っ

て
は
互
い
の
経
営
資
源
を
補
い

合
う
組
合
等
の
連
携
組
織
に
よ

る
活
動
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を

広
く
普
及
し
て
い
く
と
と
も
に
、

日
々
の
中
央
会
活
動
に
お
い
て

は﹁
知
恵
を
絞
り
、汗
を
か
く
﹂こ

と
を
念
頭
に
、既
存
の
組
合
等
の

活
性
化
と
新
た
な
組
織
化
の
促

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
一
七
年
度
は
﹁
中
小

企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
﹂が
制

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
に
積

極
的
に
対
応
し
、創
業
、経
営
革
新
、

新
連
携
支
援
等
の
各
種
事
業
に

取
り
組
み
、中
小
企
業
者
の
連
携

に
よ
る
新
市
場
創
出
、
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値
化
を
目

指
し
た
新
た
な
需
要
の
開
拓
を

行
う
組
合
等
の
活
動
支
援
に
努

め
る
。

　
中
小
企
業
を
代
表
す
る
経
済

団
体
と
し
て
中
小
企
業
や
組
合

等
の
経
営
動
向
と
政
策
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、中
央
会
内
に

設
置
す
る
各
委
員
会
な
ど
を
中

心
に
中
小
企
業
の
総
意
を
形
成
し
、

そ
の
要
望
実
現
を
図
る
た
め
の

政
策
提
言
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

　
続
い
て
、総
会
終
了
後
は
表
彰

式
典
が
行
わ
れ
、宮
川
会
長
か
ら

﹁
昨
年
度
は
イ
ラ
ク
戦
争
、
北
朝

鮮
に
お
け
る
核
開
発
問
題
な
ど

緊
迫
し
た
国
際
情
勢
が
続
き
、国

内
で
は
地
震
や
台
風
に
よ
る
災

害
も
多
発
し
た
﹁
災
い
﹂
の
年
で

あ
っ
た
。地
域
の
中
小
企
業
に
と

っ
て
は
将
来
へ
の
展
望
を
見
出

す
の
が
困
難
な
時
代
で
は
あ
る
が
、

知
恵
と
勇
気
を
と
こ
と
ん
発
揮

し
て
、景
気
回
復
を

一
人
一
人
が
肌
で

実
感
で
き
る
よ
う

頑
張
ろ
う
。
﹂
と
式

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
賞
状
等
の
贈
呈

で
は
、組
合
ま
つ
り

へ
の
協
賛
者
、退
任

し
た
組
合
理
事
長
、

中
央
会
役
員
へ
の

会
長
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。
な
お
、
長

年
に
渡
り
職
員
・
役

員
と
し
て
中
央
会

に
奉
職
し
た
長
田

正
三
常
務
理
事
に

特
別
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
優
良
組
合
、
優
良
組

合
青
年
部
、
組
合
功
労
者
、
青
年

部
功
労
者
、
女
性
部
功
労
者
、
優

良
専
従
職
員
に
対
し
て
会
長
表

彰
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
な
お
、受
賞
者
を
代
表
し
て
山

縣
伸
由
山
梨
県
塗
装
協
同
組
合

前
理
事
長
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
山
本
栄

彦
山
梨
県
知
事
、辻
彌
山
梨
県
議

会
議
長
、大
石
善
夫
山
梨
労
働
局

長
、萩
原
幸
男
山
梨
県
商
工
会
連

合
会
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、交
流
会
が
開

か
れ
出
席
者
全
員
で
中
小
企
業

の
発
展
の
た
め
、活
力
あ
る
活
動

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

合
っ
た
。

組合まつりへの協賛者に対し感謝状の贈呈
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平成17年度

　
組
合
ま
つ
り
感
謝
状
　
　
　
　
十
五
団
体

　
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
、
山
梨
県

建
設
業
協
同
組
合
、
山
梨
県
高
速
道
路
交
通
安

全
協
議
会
、
社
団
法
人
山
梨
県
信
用
組
合
協
会
、

山
菱
会
、
株
式
会
社
甲
斐
延
、
株
式
会
社
窪
田
商

会
、株
式
会
社
坂
本
建
運
、株
式
会
社
少
國
民
社
、

鈴
木
製
菓
株
式
会
社
、
中
食
フ
ー
ズ
サ
プ
ラ
イ

株
式
会
社
、
株
式
会
社
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ

ー
ビ
ス
、
株
式
会
社
ミ
ツ
エ
イ
、
有
限
会
社
久
保

田
実
業
、有
限
会
社
山
一
運
送

　
退
任
理
事
長
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
名

　
宮
沢
栄
子︵
企
業
組
合
ふ
る
さ
と
薬
膳
森
樹
︶、

岩
本
弘
毅︵
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
促
進
協
同
組
合
︶、

沼
田
五
郎︵
甲
府
畳
工
業
協
同
組
合
︶、三
井
幸
雄

︵
韮
崎
建
設
事
業
協
同
組
合
︶
、
加
藤
栄
一
郎
︵
山

梨
県
地
質
調
査
事
業
協
同
組
合
︶、山
縣
伸
由︵
山

梨
県
塗
装
協
同
組
合
︶、秋
山
由
正︵
山
梨
県
板
金

工
業
組
合
︶、庄
司
寛︵
山
梨
県
警
備
業
協
同
組
合
︶、

清
水
春
夫︵
山
梨
県
配
電
盤
工
業
協
同
組
合
︶、竹

内
久
雄
︵
甲
府
明
電
協
同
組
合
︶
、
清
水
繁
夫
︵
韮

崎
市
上
水
道
工
事
協
同
組
合
︶、雨
宮
昌
幸︵
山
梨

県
カ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合
︶、深
澤
利
雄︵
協

同
組
合
ア
ム
ス
韮
崎
︶、故
‥
吉
川
忠
利︵
山
梨
県

学
校
給
食
協
同
組
合
︶、故
‥
遠
藤
重
利︵
協
同
組

合
ネ
オ
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
︶、相
馬
英
一︵
山
梨
ニ

ュ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
協
業
組
合
︶、遠
藤
幸
雄︵
山
梨

県
青
果
物
卸
売
業
協
同
組
合
︶、渡
邊
信
晴︵
す
ず

ら
ん
企
業
組
合
︶、故
‥
日
野
原
孝
功︵
甲
府
市
中

央
卸
売
市
場
青
果
物
仲
卸
協
同
組
合
︶
、
故
‥
小

幡
勅
雄︵
上
野
原
機
械
器
具
工
業
協
同
組
合
︶、雨

宮
正
次︵
山
梨
県
美
容
用
品
商
業
協
同
組
合
︶

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
退
任
役
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
名

　
羽
田
澄
雄
︵
副
会
長
︶
、
古
明
地
博
美
︵
専
務
理

事
︶
、
長
田
正
三
︵
常
務
理
事
︶
、
山
縣
伸
由
、
阿
我

妻
克
己
、
風
間
義
一
、
北
浦
秀
雄
、
斉
藤
義
一
、
鈴

木
實
、
相
馬
英
一
、
野
田
芳
明
、
安
江
一
、
山
形
正

喜
、渡
辺
経
三︵
理
事
︶

　
優
良
組
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
組
合

　
峡
東
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
協
同
組
合
、
双
葉

農
の
駅
企
業
組
合
、山
梨
県
警
備
業
協
同
組
合

　
優
良
組
合
青
年
部
　
　
　
　
　
　
一
組
合

　
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
青
年
部

　
組
合
功
労
者
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
名

　
阿
我
妻
克
己︵
山
梨
県
宅
建
事
業
協
同
組
合
︶、

石
井
千
年︵
山
梨
県
石
油
協
同
組
合
︶、井
上
久
正

︵
山
梨
県
水
晶
美
術
彫
刻
協
同
組
合
︶、今
村
三
紀

男︵
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
︶、岩
下
健
三

︵
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
︶
、
岩
間
文
雄
︵
山
梨
県

地
質
調
査
事
業
協
同
組
合
︶、遠
藤
毅︵
山
梨
県
パ

ン
協
同
組
合
︶、小
川
武
夫︵
岳
麓
自
動
車
検
査
事

業
協
同
組
合
︶、小
沢
常
雄︵
山
梨
県
自
動
車
整
備

商
工
組
合
︶、小
田
切
重
夫︵
山
梨
県
塗
装
協
同
組

合
︶、小
俣
芳
二︵
甲
州
織
物
都
留
問
屋
協
同
組
合
︶、

笠
井
健
夫︵
山
梨
県
印
刷
工
業
組
合
︶、萱
沼
春
男

︵
山
梨
県
撚
糸
工
業
組
合
︶
、
北
川
　
溥
︵
山
梨
県

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合
︶、小
林
銀
二︵
朝

日
通
り
商
店
街
協
同
組
合
︶、三
枝
政︵
山
梨
県
印

刷
工
業
組
合
︶、篠
原
元︵
山
梨
県
広
告
美
術
業
協

同
組
合
︶、清
水
富
雄︵
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工

組
合
︶、清
水
幸
雄︵
甲
府
市
資
源
回
収
協
同
組
合
︶、

神
宮
司
正
人︵
協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
︶、

菅
原
五
男︵
山
梨
県
石
油
商
業
組
合
︶、田
口
久︵
山

梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
︶、武
井
勇︵
山
梨
県

電
気
通
信
設
備
協
同
組
合
︶、竹
内
守︵
山
梨
県
宝

石
研
磨
工
業
協
同
組
合
︶、中
込
猛︵
山
梨
県
菓
子

工
業
組
合
︶、中
込
恵
宗︵
甲
府
理
容
師
協
同
組
合
︶、

中
村
隆
昭︵
山
梨
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
︶、

二
宮
章
︵
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同

業
組
合
︶、沼
田
五
郎︵
甲
府
畳
工
業
協
同
組
合
︶、

萩
原
逸
雄︵
甲
府
理
容
師
協
同
組
合
︶、早
川
善
輝

︵
甲
府
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合
組
合
︶、林
猛
雄︵
山

梨
県
宅
建
事
業
協
同
組
合
︶、樋
川
秀
夫︵
山
梨
県

石
材
加
工
業
協
同
組
合
︶、平
井
英
夫︵
山
梨
県
宅

建
事
業
協
同
組
合
︶、深
沢
良
邦︵
山
梨
県
電
気
工

事
工
業
組
合
︶、藤
江
良
次︵
都
留
機
械
金
属
工
業

協
同
組
合
︶、堀
口
實︵
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
︶、

三
浦
純
雄︵
岳
麓
自
動
車
検
査
事
業
協
同
組
合
︶、

宮
川
長
光︵
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
︶、望
月
一
彦

︵
山
梨
県
貴
金
属
工
芸
協
同
組
合
︶、望
月
忠
芳︵
山

梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
︶、八
代
善
雄︵
山
梨
県

製
麺
協
同
組
合
︶、山
形
正
喜︵
山
梨
県
美
容
業
生

活
衛
生
同
業
組
合
︶、山
本
光
雄︵
甲
府
建
具
協
同

組
合
︶、渡
辺
一
郎︵
甲
府
市
管
工
事
協
同
組
合
︶、

渡
辺
真
人︵
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合

　
青
年
部
功
労
者
　
　
　
　
　
　
　
　
八
名

　
小
松
一
仁
︵
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同
組

合
青
年
部
︶、桜
田
寿︵
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
青

年
部
︶、須
田
良
英︵
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組

合
青
年
部
︶、樋
口
益
男︵
山
梨
県
中
古
自
動
車
販

売
商
工
組
合
青
年
部
︶、広
田
陽
一︵
山
梨
県
水
晶

美
術
彫
刻
協
同
組
合
青
年
部
︶、古
屋
教
一︵
山
梨

県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
Ａ
Ｍ
Ｓ
山
梨
青
年
部
︶、

程
原
久
幸︵
協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
︶、望

月
秀
穂︵
山
梨
県
塗
装
協
同
組
合
青
年
部
甲
塗
会
︶

　
女
性
部
功
労
者
　
　
　
　
　
　
　
　
六
名

　
河
澄
八
重
美
︵
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同

組
合
女
性
部
会
︶、五
味
当
子︵
甲
府
ホ
テ
ル
旅
館

協
同
組
合
女
性
部
︶、武
井
宮
子︵
山
梨
県
美
容
業

生
活
衛
生
同
業
組
合
女
性
部
︶、古
屋
昭
子︵
山
梨

県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
女
性
部
会
︶
、
堀
内

満
喜
子
︵
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
女

性
部
会
︶、矢
崎
喜
美
子︵
山
梨
県
理
容
生
活
衛
生

同
業
組
合
女
性
部
︶

　
優
良
専
従
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
九
名

　
遠
藤
克
彦︵
山
梨
県
民
信
用
組
合
︶、小
林
計
彦

︵
甲
府
市
資
源
回
収
協
同
組
合
︶
、
佐
野
朱
実
︵
甲

府
畳
工
業
協
同
組
合
︶、志
村
直
人︵
山
梨
県
民
信

用
組
合
︶、辻
美
子
男︵
山
梨
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
同
組
合
︶、樋
渡
律
子︵
甲
府
ガ
ス
協
業
組
合
︶、

前
田
茂
樹︵
山
梨
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
︶、

松
浦
朋
子
︵
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
販
売

協
同
組
合
︶、林
野
芳
樹︵
山
梨
県
民
信
用
組
合
︶

■
役
員
紹
介

　
理
事
／
青
柳
　
和
人

　
　
　
山
梨
県
書
店
商
業
組
合

　
理
事
／
天
野
　
和
平

　
　
　
山
梨
県
貴
金
属
工
芸
協
同
組
合

　
理
事
／
安
藤
　
晴
雄

　
　
　
上
野
原
工
業
団
地
事
業
協
同
組
合

　
理
事
／
飯
田
　
章
雄

　
　
　
協
同
組
合
国
母
工
業
団
地
工
業
会

　
理
事
／
飯
野
　
巧

　
　
　
山
梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合

　
理
事
／
石
部



元
章

　
　
　
下
部
商
工
相
互
協
同
組
合

　
理
事
／
井
上
　
勲

　
　
　
山
梨
県
建
設
業
協
同
組
合

　
理
事
／
井
上
　
勝
次

　
　
　
山
梨
県
山
砕
石
事
業
協
同
組
合

　
理
事
／
井
上
　
聰
一
郎

　
　
　
山
梨
県
砂
利
協
同
組
合

　
理
事
／
今
井
　
進

　
　
　
甲
府
信
用
金
庫

　
理
事
／
今
村
　
力
男

　
　
　
市
川
和
紙
工
業
協
同
組
合

　
理
事
／
大
木
　
政

　
　
　
甲
府
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
協
同
組
合

　
理
事
／
大
木
　
勝
志

　
　
　
協
同
組
合
山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー

　
理
事
／
岡
部
　
修
司

　
　
　
山
梨
県
生
花
商
業
協
同
組
合

　
理
事
／
荻
原
　
公
明

　
　
　
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合

　
理
事
／
長
田
　
達
機

　
　
　
長
栄
事
業
協
同
組
合

　
理
事
／
小
田
切
　
常
雄

　
　
　
山
梨
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

　
理
事
／
小
野
　
勝
正

　
　
　
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合

　
理
事
／
川
手
　
正
紀

　
　
　
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
ソ
ー
イ
ン
グ

　
　
　
工
業
組
合

　
理
事
／
菊
原
　
甲
子
男

　
　
　
山
梨
県
豆
腐
商
工
組
合

　
理
事
／
小
池
　
幸
雄

　
　
　
山
梨
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

　
　
　
組
合

　
理
事
／
輿
石
　
保

　
　
　
山
梨
県
石
油
商
業
組
合

　
理
事
／
小
林
　
義
照

　
　
　
山
梨
県
宅
建
事
業
協
同
組
合

　
理
事
／
小
松
　
義
文

　
　
　
山
梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組
合

　
理
事
／
五
味
　
孝
男

　
　
　
山
梨
県
印
刷
工
業
組
合

　
理
事
／
小
宮
山
貞
夫

　
　
　
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
　
協
同
組
合

　
理
事
／
櫻
本
　
進

　
　
　
協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会

　
理
事
／
鈴
木
　
和
雄

　
　
　
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合

　
理
事
／
相
馬
　
修
正

　
　
　
山
梨
ニ
ュ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
協
業

　
　
　
組
合

　
理
事
／
高
野
　
芳
造

　
　
　
山
梨
県
塗
装
協
同
組
合

　
理
事
／
武
田
　
與
光

　
　
　
山
梨
県
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合

　
理
事
／
内
藤
　
和
重

　
　
　
山
梨
県
水
産
物
商
業
協
同
組
合

　
理
事
／
中
川
　
良
一

　
　
　
山
梨
県
事
務
機
文
具
商
協
同
組
合

　
理
事
／
中
込
　
正
明

　
　
　
山
梨
県
型
枠
工
事
協
同
組
合

　
理
事
／
名
取
　
静
雄

　
　
　
山
梨
県
製
麺
協
同
組
合

　
理
事
／
初
鹿
　
武
仁

　
　
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中

　
　
　
央
会

　
理
事
／
早
野
　
潔

　
　
　
欽
明
事
業
協
同
組
合

　
理
事
／
深
沢
　
紗
世
子

　
　
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
女
性
部
会

　
理
事
／
深
沢
　
仁

　
　
　
山
梨
県
美
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
理
事
／
藤
江
　
厚
夫

　
　
　
都
留
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合

　
理
事
／
古
屋
　
昶

　
　
　
協
同
組
合
山
梨
県
総
合
環
境
ク

　
　
　
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
理
事
／
保
坂
　
輝
行

　
　
　
事
務
長
会

　
理
事
／
松
葉
　
惇

　
　
　
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー

　
　
　
協
会

　
理
事
／
宮
下
　
正
彦

　
　
　
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
事
業
協
同
組
合

　
理
事
／
森
　
雅
宣

　
　
　
山
梨
県
機
械
金
属
工
業
団
地
協

　
　
　
同
組
合

　
理
事
／
矢
澤
　
雄
兒

　
　
　
山
梨
県
食
品
工
業
団
地
協
同
組
合

　
理
事
／
山
下
　
安
廣

　
　
　
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
監
事
／
海
野
　
一
幸

　
　
　
協
同
組
合
山
梨
安
心
サ
ー
ビ
ス

　
監
事
／
斉
藤
　
一
男

　
　
　
山
梨
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

　
監
事
／
中
込
　
明
男

　
　
　
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合

　
監
事
／
長
坂
　
善
雄

　
　
　
銀
座
通
り
商
店
街
協
同
組
合

　
監
事
／
丸
山
　
光
則

　
　
　
山
梨
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業
協
同

　
　
　
組
合

　
監
事
／
三
神
　
茂

　
　
　
山
梨
総
合
管
財
事
業
協
同
組
合

副会長

渡辺    彬
副会長

内藤　悦次
会　長

宮川　睦武

副会長

窪田　廣宣
副会長

小泉　正仁
副会長

滝沢　守

常務理事

新海　一男
専務理事

掘内　豊彦
副会長

勝俣　明美



第三種郵便物認可　平成17年６月１日（水曜日）中小企業タイムズ（3）

平成17年４月27日、「有限責任事業組合契約に関する
法律（LLP法）」が成立した。
　同法律は、民法組合の特例として、①LLPの出資者全員に有限責任制を付
与②内部自治の徹底（柔軟な損益や権限の配分、内部組織の柔軟性）、③LLP
に対する構成員課税の適用という特徴を併せ持つ「有限責任事業組合（LLP）
制度」を創設するものである。

　●お問い合わせ先
　　経済産業政策局　産業組織課　担当：新川、石井、高市
　　電話：03－3501－6521（直通）

藍
綬
褒
章

黄
綬
褒
章

黄
綬
褒
章

旭
日
双
光
章

瑞
宝
小
綬
章

藍
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

中込　豊秋 氏
　　●協同組合山梨県流通センター　元理事長

黄
綬
褒
章

黄
綬
褒
章

黄
綬
褒
章

嶋田　光行 氏
　●　 山梨県貴金属工芸協同組合　元理事長

黄
綬
褒
章

黄
綬
褒
章

黄
綬
褒
章

北浦　秀雄 氏
　●　 山梨県自動車整備商工組合　理事長

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

遠藤　和治 氏
　●　 山梨中央青果　会長
　●　 全国中央市場青果卸売協会　理事
　●　 甲府商工会議所　副会頭

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
小
綬
章

宮川　揚雄 氏
　　●元社団法人山梨県トラック協会　分掌課長

栄誉栄誉春の叙勲・褒章・春
組合関係者組 5名が受章

　政府は、４月　政府は、４月2828月月 日付で平成日付で平成88 171成成 年春の褒章受章者を発表した。山梨県内では
５名が受章され、その内、組合関係者はその道一筋に励んできた人を対象とす
る黄綬褒章に２名、公共の利益に貢献した人に贈られる藍綬褒章に１名が選
ばれた。
　また、29日付では叙勲の受章者が発表され、山梨県関係の受章者は36名。
その内、組合関係者は公務等に長年にわたり従事し、成績を挙げた人を対象と
する瑞宝小綬章に１名、功績の内容に着目し、顕著な功績を挙げた人に贈られ
る旭日双光章に１名が選ばれた。

　業務用食材卸売業の経営改善や物流の

合理化に尽力すと共に、業界の発展に大

きく貢献した。現在は全国給食事業協同

組合連合会長、（協）山梨県流通センター

常務相談役も務める。

　優れた貴金属工芸技術を持ち、職務に

精励し業界の発展に尽力すると共に後進

の指導にも積極的に取り組んだ。


 
約50年間にわたり自動車販売整備業務

に精励したほか、整備点検の推進活動を

積極的に展開した。


　３期９年にわたる甲府商工会議所副会頭

をはじめ、県公安委員会や甲府市中央卸売

市場協会長を務めた。現在も山梨中央青果

会長、全国中央市場青果卸売協会理事など

の要職にあり、地方産業の発展に貢献した。

　1946年に県警に入りし、経済防犯課経済

監視官補に。市川警察署長などを務め、83

年に甲府警察署長に歴任。甲府の治安維持

に尽くした。退職後は（社）県トラック協会

の分掌課長として業界の振興に尽力した。

リミテッド・ライアビリティ・パートナーシップ
（Limited Liability Partnership）制度の創設

現状

対応

課題

海外では、創業を促し、事業者や専門人材が連携して行う共同事業（ジ
ョイント・ベンチャーなど）を振興するため、LLPやLLC（リミテッド・
ライアビリティ・カンパニー）という新しい事業体制度を整備。

◆事業体の３つの特徴

有 限 責 任　出資者が出資額までしか責任を負わない。

内部自治原則　出資者が自ら経営を行い、利益や損失の配分などを柔軟
　　　　　　　に決めることができる。

構成員課税　出資者に直接課税されるので、法人課税を課された上に、
　　　　　　　出資者への利益分配にも課税されるということがない。 

  米国のLLC：有限責任会社
ここ10年間で80万誕生。IBM・インテルなどの共同研究、金融産業、IT産業
などで活用。
  英国のLLP：有限責任組合
2000年創設、１万を超える。KPMGなど会計・法律事務所、デザイン、IT産
業などで活用。

株式会社

●出資者は有限責任。

しかし、

●１株１票原則で、取締役な
どの設置が強制、

●法人課税が課された上に、
出資者への配当にも課税さ
れる。

民法組合

●出資額の多寡に拘わらず利
益や損失を出資者の貢献に
応じて柔軟に配分。

●構成員課税のため、組合段
階には課税されず、出資者
に直接課税される。

しかし、

●出資者は全員が無限責任。

我が国には、この３つの特徴を兼ね備えた事業体は存在しない。

◆共同事業の際の一長一短

●新規創業の促進

●創造的な連携共同事業の促進
　・中小企業同士の新規事業連携　・ベンチャーと大企業の連携

　・産学連携　　　　　　　　　　・ITや金融の専門人材による共同事業

　・大企業同士の共同研究開発

民法組合の特例として有限責任事業組合制度を創設。

１．LLPの出資者全員に有限責任制を付与

２．貢献に応じた柔軟な損益の配分
民法組合と同様に、才能やノウハウを持つ中小企業や個人を高く評価す
ることが可能に。

３．LLPに対する構成員課税の適用
民法組合と同様に、LLP段階では課税せず、組合員（構成員）に直接課税す
る仕組みを適用する。

共同研究開発LLP

Ａ社 Ｂ社

課税なし

課税

構成員課税

有限責任事業組合契約に関する法律



中小企業タイムズ（4）第三種郵便物認可　平成17年６月１日（水曜日）

　平成17年4月以降は、当座預金や利息のつかない普通預金は「決済用預金」とし
て全額保護され、定期預金や利息のつく普通預金などは、１金融機関につき預金者
一人当たり、元本１千万円までとその利息等が保護されます。

決済用預金はどのような預金ですか？

　決済用預金は「無利息、要求払い、決済サービスを提供で
きること」という３要件を満たすもので、例えば、当座預金
や利息のつかない普通預金が該当します。
　平成17年４月のペイオフ全面解禁後も、預金保険制度
により全額保護される預金です。

預金保護の対象となっている預金等にはどのようなもの
がありますか？

・当座預金・普通預金・別段預金・定期預金・通知預金・納税
準備預金
・貯蓄預金・定期積金・掛け金・元本補てん契約のある金銭
信託（ビッグ等の貸付信託を含む）・金融債（ワイド等の
保護預り専用商品に限る）・財形貯蓄決済用預金以外の
保護対象預金等（一般預金等といいます）は１金融機関
１人当たり、合算して1,000万円までとその利息等（定
期積金の給付補てん金、金銭信託における収益の分配
等を含みます）が保護されます。なお、1,000万円を超
える部分であっても破たんした金融機関の財産の状況
に応じて支払われます（一部カットされる場合があり
ます）

預金保護の対象となっていない預金等にはどのようなも
のがありますか？

　対照となっていない預金等は以下のとおりです。
・外貨預金・他人、架空名義預金・譲渡性預金・オフショア
預金・日本銀行からの預金（国庫金を除く）・金融機関か
らの預金（確定拠出年金の積立金の運用部分を除く）・預
金保険機構からの預金・無記名預金・導入預金・元本補て
ん契約のない金銭信託（ヒット等）・金融債（保護預かり
専用商品以外のもの） 
なお、保護されない預金等であっても破たんした金融機
関の財産の状況に応じて支払われます（１部カットされ
る場合があります）

保護される預金金額は、金融機関が合併したらどうなるの
ですか？

　平成15年４月以降に金融機関が合併等を行ったり、営
業（事業）のすべてを譲り受けた場合には、合併等の後１年
間に限って、保護される預金等金額の範囲を、「預金者１人
当たり1,000万円×合併等に関わった金融機関の数（例え
ば、２行合併の場合は、1,000万円×２＝2,000万円）まで
とその利息」とする特例が設けられています。（仮に過去１
年間に何度も合併等を行っている場合には、最後の合併等
に関わった金融機関の数でこの特例の計算をします。

預金保険制度
とは？

金 融 ア ラ カ ル ト

業
界
の
声

業
界
の
声

情
報
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の
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報

連

絡

員

情

　調査対象の50業界のＤＩ値は、製造業においては、「業界の景況」「売上高」
はやや回復、「収益状況」はやや悪化、非製造業においては、三指標ともやや回
復し、全体としても三指標ともやや回復した。４月に入り、これまでのコスト
アップ分が価格改定に盛り込まれるという好材料のあった企業が一方、多く
の企業においては、原油価格の高騰などの影響が原材料や資材の調達コスト
を押し上げており、経営が一段と厳しくなっている。観光・宿泊関連産業にお
いては、他県開催のイベント及び対日感情の悪化による外国人観光客の減少
などの影響が見られ、低価格化への対応などますますの企業努力が必要。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成17年 ４月分）

都
留
機
械
金
属
工
業
　
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
前
理
事
長
　
藤
江
厚
夫

　

 夫 

氏

 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
共
立
機
械
製
作
所
社
長
︶

　
都
留
市
は
、戦
前
か
ら
機
械
金
属
工
業
業
者
が
集
積
し
て
お
り
、戦
後
は
経
済
成
長
と

と
も
に
、そ
の
企
業
数
を
増
加
さ
せ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、二
次
、三
次
下
請
企
業
の
た

め
、経
済
変
動
の
波
の
影
響
を
直
接
受
け
る
こ
と
か
ら
、近
代
化
・
合
理
化
を
図
る
た
め

昭
和
四
七
年
、組
合
員
二
三
社
で
協
同
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
以
来
、金
融
事
業
、共
同
購
買
事
業
及
び
労
働
保
険
等
の
事
務
代
行
事
業
を
中
心
に
、

事
業
を
実
施
し
、組
合
員
の
経
営
に
資
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
数
年
、需
要
の
停
滞
に
よ
り
事
業
を
休
止
し
て
い
ま
す
。保
険
の
事
務
代
行
は
、

必
要
不
可
欠
の
事
業
で
あ
り
現
在
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
組
合
員
は
受
注
生
産
の
工
場
が
多
く
、発
注
側
の
親
会
社
が
横
ば
い
傾
向
で
あ
る
た

め
、横
ば
い
を
維
持
し
て
い
ま
す
。最
近
、自
動
車
部
品
、工
作
機
械
に
つ
い
て
は
少
し
で

あ
る
が
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。組
合
員
全
体
で
は
な
い
が
、横
ば
い
と
い
っ
て
い
る
組
合

員
は
、従
業
員
一
〇
人
以
下
の
工
場
で
受
注
量
が
少
な
い
と
か
、受
注
量
が
多
く
忙
し
い

と
か
、常
に
情
報
を
交
換
し
て
組
合
員
同
士
で
条
件
に
合
っ
た
仕
事
の
譲
り
合
い
を
し

て
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
ま
す
が
、組
合
員
の
一
部
は
、特
殊
な
分
野
で
単
独
で
し
か

仕
事
が
出
来
な
い
の
で
、受
注
量
が
少
な
い
と
厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　
原
油
の
高
騰
に
つ
い
て
の
影
響
に
つ
い
て
は
、全
体
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、長
期
化
す
る
と
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

組
合
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は

組
合
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は

？？
はは

　
都
留
市
の
情
報
未
来
館︵
Ｉ
Ｔ
関
連
施
設
︶が
平
成
一
二
年
八
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
と

同
時
に
、当
組
合
で
も
地
元
の
工
業
高
校
の
協
力
を
得
て
、パ
ソ
コ
ン
研
修
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
や
は
り
、企
業
の
競
争
力
を
高
め
る
に
は
、急
速
に
進
展
す
る
情
報
技
術︵
Ｉ
Ｔ
︶を
効

果
的
に
活
用
し
て
取
引
先
を
巻
き
込
ん
だ
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
や
組
織
改
革
、保
有

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
新
事
業
開
発
等
を
迅
速
に
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
今
年
は
組
合
研
修
で
Ｉ
Ｔ
関
連
の
勉
強

会
を
強
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

趣
味
は

趣
味
は

？？
はは

学
生
時
代
に
は
、相
撲
部
に
入
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
を
し
て

い
ま
す
。

　
健
康
管
理
の
た
め
、
適
度
な
運
動
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
／
洋
菓
子
関
連
は
、

輸
出
用
ク
ッ
キ
ー
が
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、国
内
需
要
が
低
調
の
た
め
、

前
年
比
横
ば
い
。
石
油
価
格
の
上

昇
に
伴
い
、袋
、包
装
紙
等
の
資
材

の
値
上
げ
、
原
材
料
の
砂
糖
の
値

上
げ
、
ガ
ス
等
の
燃
料
の
値
上
げ

の
コ
ス
ト
増
が
経
営
を
圧
迫
。

●
繊
維
・
同
製
品
／
春
物
が
一
段

落
し
、
小
売
全
般
の
動
き
が
鈍
い

た
め
、産
地
が
苦
戦
。加
え
て
商
品

企
画
力
に
よ
る
受
注
の
格
差
が
益
々

増
大
。
秋
冬
用
マ
フ
ラ
ー
の
受
注

が
特
に
厳
し
い
状
況
。

●
紙
・
紙
加
工
品
／
重
油
価
格
の

急
激
な
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
。

●
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
出
荷
量
は
、
民
間
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
が
順
調
に
推
移
し
、
前

年
比
増
。砂
利
採
取
は
、特
定
砂
利

採
取
の
認
可
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、

原
石
確
保
が
困
難
と
な
り
、
プ
ラ

ン
ト
の
フ
ル
操
業
が
で
き
な
い
状

況
で
あ
り
、
企
業
間
格
差
も
見
ら

れ
る
。
土
木
工
事
の
発
注
状
況
か

ら
、
六
月
以
降
は
悲
観
的
に
見
て

い
な
い
。

●
鉄
鋼
機
械
金
属
／
三
月
の
繁
忙

の
影
響
の
た
め
か
、
四
月
は
あ
ま

り
良
く
な
い
が
、価
格
改
定
に
よ
り
、

こ
こ
二
、三
年
の
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
分
が

認
め
ら
れ
た
の
が

好
材
料
。一
部
組
合

員
の
売
上
高
が
前

月
比
微
減
で
あ
り
、

全
体
的
に
弱
含
み
。

■
非
製
造
業

●
小
売
業
／
水
産
物
は
、
市
場
へ

の
商
品
の
延
着
や
鮮
魚
の
品
薄
に

よ
る
価
格
上
昇
に
よ
り
、
小
売
店

が
仕
入
難
に
陥
っ
て
い
る
。
食
肉

業
界
は
、
牛
肉
価
格
の
高
値
安
定

と
石
油
製
品
の
値
上
げ
に
伴
う
包

装
資
材
の
高
騰
に
よ
り
、
収
益
状

況
が
悪
化
。家
電
業
界
は
、液
晶
テ

レ
ビ
が
売
上
に
貢
献
し
た
が
、
価

格
競
争
に
よ
り
、収
益
が
悪
化
。白

物
家
電
で
は
エ
ア
コ
ン
が
好
調
に

推
移
、一
体
型
洗
濯
乾
燥
機
、冷
蔵

庫
等
の
高
付
加
価
値
製
品
が
市
場

を
押
し
上
げ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
は
、
四
月
当
初
の
原
油
価
格

の
値
上
げ
︵
五
円
／
Ｌ
︶に
伴
う
末

端
価
格
へ
の
転
嫁
が
十
分
に
行
え

ず
、
さ
ら
に
五
月
も
原
油
調
達
コ

ス
ト
の
増
加
に
よ
り
、
三
円
程
度

の
値
上
げ
が
必
要
で
あ
り
、
ま
す

ま
す
経
営
を
圧
迫
。

●
サ
ー
ビ
ス
業
／
ホ
テ
ル
・
旅
館
は
、

愛
知
万
博
・
名
古
屋
空
港
の
開
港

の
影
響
で
利
用
客
が
減
少
。

ま
た
、中
国
の﹁
反
日
デ
モ
﹂

の
影
響
、﹁
竹
島
問
題
﹂
の

影
響
に
よ
り
外
国
人
利

用
客
が
減
少
。加
え
て
、客

単
価
が
減
少
し
、
収
益
が

悪
化
。

●
建
設
業
／
型
枠
工
事
は
、

秋
頃
ま
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
物

件
が
続
く
が
、
工
事
単
価

が
年
々
減
少
し
て
お
り
、

採
算
割
れ
を
す
る
物
件

も
あ
り
、経
営
を
圧
迫
。鉄

鋼
工
事
は
、
鋼
材
価
格
の

上
昇
が
経
営
を
圧
迫
。
比

較
的
規
模
の
大
き
い
企

業
は
、
秋
口
ま
で
受
注
が

あ
る
が
、県
外
物
件︵
首
都

圏
︶が
大
部
分
。

●
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー

業
界
は
、
前
月
同
様
異
動

の
時
期
で
あ
り
、微
増
。

●金融庁・預金保険機構

詳細につきましては金融機関窓口にお問い合わせ下さい。

預金等保護の姿

）ＮＣ旋盤（工作機械）



第三種郵便物認可　平成17年６月１日（水曜日）中小企業タイムズ（5）

中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

　
市
川
大
門
町
商
業
協
同

組
合
︵
青
柳
和
人
理
事
長
︶

は
本
年
度
、
商
店
街
の
看

板
商
品
や
特
産
品
、
健
康

食
品
な
ど
を
カ
タ
ロ
グ
に

掲
載
し
て
、
東
京
都
内
の

消
費
者
に
届
け
る
お
取
り

寄
せ
シ
ス
テ
ム
を
試
験
的

に
導
入
す
る
。

　
長
引
く
景
気
の
低
迷
に

よ
り
経
営
不
振
が
続
く
商

店
街
の
販
路
拡
大
が
目
的
で
あ
る
。

　
事
業
へ
取
り
組
む
の
は
、
同
組
合
の
組
合
員
と
市
川
大
門
町
内
の

商
店
の
有
志
、
一
一
商
店
が
集
ま
り
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
事
業
を

実
施
す
る
。

　
今
回
、
東
京
都
内
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
通
じ
て
紹
介
さ

れ
た
、
東
京
都
江
東
区
の
美
術
館
通
り
に
あ
る
石
島
商
店
街
に
協
力

し
て
も
ら
い
、
買
い
物
客
に
市
川
大
門
町
商
店
街
の
商
品
カ
タ
ロ
グ

を
配
布
。
石
島
商
店
街
を
通
じ
て
商
品
の
注
文
を
受
け
、
同
商
店
街
に

宅
配
で
品
物
を
送
る
。
消
費
者
は
、
石
島
商
店
街
で
商
品
を
受
け
取
る

仕
組
み
で
あ
る
。
販
売
す
る
の
は
市
川
大
門
町
の
看
板
商
品
な
ど
で

銘
菓
や
地
酒
を
は
じ
め
、
自
家
栽
培
し
た
果
物
の
ジ
ャ
ム
、
馬
刺
し
、

漬
物
な
ど
の
食
品
や
昔
話
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
一
四
点
で
あ
る
。

　
お
取
り
寄
せ
シ
ス
テ
ム
は
、
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
地
元

商
工
会
が
﹁
顔
づ
く
り
商

業
活
性
化
モ
デ
ル
推
進
事

業
﹂
の
一
環
と
し
て
昨
年

度
か
ら
準
備
を
進
め
て
き

た
も
の
で
、
商
店
街
が
限

ら
れ
た
販
路
で
の
売
り
上

げ
ア
ッ
プ
に
限
界
を
感
じ

て
い
る
こ
と
や
、
都
心
の

消
費
者
が
地
方
の
特
産
品

や
無
添
加
に
こ
だ
わ
っ
た

食
品
な
ど
に
関
心
が
高
い

こ
と
に
目
を
つ
け
た
も
の
。

　
今
後
、
六
月
中
旬
頃
、
石

島
商
店
街
を
通
じ
て
商
品

カ
タ
ロ
グ
を
買
い
物
客
に

配
布
予
定
。

市
民
農
園
ま
つ
り
を
開
催

商
店
街
の

商
品
カ
タ
ロ
グ
で
販
路
拡
大

観
光
資
源
の
活
用
で
、元
気
の
あ
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

河口湖ショッピングセンター
事業協同組合

　
高
根
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
企
業
組
合
︵
山
本

直
光
理
事
長
︶
は
、
四
月

二
九
日
︵
金
︶
に
高
根
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
芝
生

公
園
に
お
い
て
市
民
農

園
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。

　
上
記
組
合
は
、
高
根

町
の
遊
休
農
地
を
有
効

活
用
し
た
市
民
農
園
に

よ
り
、
地
域
活
性
化
等

を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
地
域
特
産
品
の

販
売
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
快
晴
に
恵
ま
れ
六
〇

〇
人
を
越
え
る
来
場
者

で
賑
わ
い
を
見
せ
た
当

ま
つ
り
は
施
設
の
本
格
的
利
用
が
始
ま
る
春
に
利
用
者
と
の
顔
合
わ

せ
等
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
農
事
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
コ

ン
ニ
ャ
ク
、
お
茶
、
味
噌
な
ど
の
食
料
品
及
び
花
木
の
販
売
等
が
行
わ

れ
て
い
た
。

　
そ
の
他
に
も
人
気
の
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
大
会
や
輪
投
げ
大
会
な
ど
子

供
む
け
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
行
わ
れ
多
く
の
子
供
た
ち
で
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
た
。

　
ま
た
、
組
合
で
は
秋
口
に
も
大
収
穫
祭
や
農
園
利
用
者
技
術
交
流

会
の
開
催
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、
組
合
の
特
徴
と
い
え
る
﹁
楽
農
楽

園
主
義
﹂
を
推
進
す
る
た
め
に
、
地
元
と
利
用
者
の
交
流
を
深
め
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
。

●「
楽
農
楽
園
主
義
」と
は
…

　
高
根
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
企

業
組
合
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

地
元
が
利
用
者
の
為
に
管
理
等

の
お
手
伝
い
を
し
、
利
用
者
は
大

自
然
の
中
で
余
暇
滞
在
型
の
農

芸
文
化
を
堪
能
で
き
る
こ
と
。﹁
お

助
け
農
園
﹂
は
、
地
元
が
栽
培
を

支
援
し
て
、
収
穫
を
楽
し
む
畝
貸

し
型
の
収
穫
農
園
で
す
。

TOPIX

TOPIX

TOPIX

市川大門町商業協同組合市

商店街の商品カタログ

外国人観光客向けの土産品

市川大門町商店街

外国人観光客

高根クラインガルテン企業組合

市民農園のほかに、イベント会場等も有効利用されている

大勢の来場者で賑わいをみせた

　
富
士
山
と
富
士
五
湖
と
い
う
大

自
然
を
い
た
だ
き
、
富
士
河
口
湖
町

の
小
売
商
業
の
中
心
を
担
い
、
地
元

の
消
費
者
に
愛
さ
れ
、
リ
ゾ
ー
ト
客
、

観
光
客
に
支
持
さ
れ
現
在
ま
で
発

展
し
て
き
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
発
展
を
な

し
え
た
の
も
地
元
主
導
型
共
同
店

舗
と
い
う
自
負
の
も
と
、
組
合
員
の

協
力
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
に
見
逃
せ

な
い
の
は
、
富
士
河
口
湖
町
当
局
、

観
光
旅
館
組
合
、
観
光
協
会
等
々
と

の
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
の

組
合
の
方
向
性
を
考
え
る
と
、
従
来
の
販
売
促
進
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
も
、
更
に
地
元
消
費
者
へ
の
還
元
と
い
う
意
味
あ
い
で
は
必
要
で

あ
る
。

　
ま
た
、
最
近
は
中
国
、
韓
国
を
中
心
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
国
よ
り

の
観
光
客
が
、
大
型
バ
ス
で
立
ち
寄
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
た
と
伺

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
外
国
の
客
を
取
り
込
ん
で
し
ま
う
方
策
を
考
え

た
い
も
の
で
あ
る
。︵
我
々
が
ハ
ワ
イ
の
有
名
な
ア
ラ
モ
ア
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
気
軽
に
買
い
物
に
行
く
よ
う
に
︶
そ
れ
に
は
、
更
に

河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
﹁
ベ
ル
﹂
を
外
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
。
具
体
的
に
は
町
の
刊
行
物
へ
掲
載
へ
の
協
力
、
観
光
協
会
の
海
外

キ
ャ
ラ
バ
ン
へ
の
協
力
要
請
と
か
様
々
な
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
お
り
し
も
、
理
事
長
と
し
て
観
光
客
誘

致
へ
の
対
応
と

し
て
中
国
語
、

韓
国
語
、
英
語

等
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
も

考
え
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　
更
に
、
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
富
士
河
口

湖
ら
し
い
商
品

の
提
供
、
そ
の

た
め
の
開
発
も

お
お
い
に
考
え

て
い
き
た
い
と

の
抱
負
で
あ
る
。
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組合事務局 Hello!Hello!

上野原工業団地事業協同組合山梨県の東の玄関口に位置する
上野原市に事務局がある
上野原工業団地事業協同組合。
旧上野原町の機械器具製造業者等20社により集団化した。
この組合の事務局を任されているのが、
　川事務局長と職員の安藤さんである。

創立／平成2年6月13日

所在地／山梨県上野原市上野原8154-23

理事長／安藤晴雄

組合員数／20人　出資金／41,680千円　職員数／2人

TEL／0554-63-4300　FAX／0554-62-3055

URL／http://www1.ocn.ne.jp/̃uia/

E-mail／uia@jasmine.ocn.ne.jp Hello!

事務局 事務局長：　川佳一さん
事務局員：安藤一美さん

　  

組
合
の
活
動
は
？

　
平
成
二
年
の
設
立
以
降
、
経
営
環
境
が
悪
化

す
る
中
、
組
合
員
は
企
業
努
力
を
重
ね
、
厳
し
い

時
代
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
組
合
員
数
は

設
立
当
時
か
ら
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
組
合

で
は
、
商
談
会
開
催
に
よ
る
組
合
員
の
営
業
活

動
の
推
進
、
県
富
士
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
組

合
会
館
に
設
置
し
た
各
種
測
定
機
、
顕
微
鏡
の

管
理
及
び
機
器
の
活
用
の
推
奨
等
を
積
極
的
に

行
い
、
組
合
員
の
事
業
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　  

事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
 

　  

い
ま
す
か
？

　
組
合
の
事
務
局
に
勤
め
て
三
年
に
な
り
ま
す

が
、
一
般
事
務
や
経
理
は
安
藤
さ
ん
に
ま
か
せ

て
お
り
、
他
県
の
工
業
団
地
、
高
校
等
の
視
察
の

対
応
や
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、
組
合
員

か
ら
の
各
種
相
談
等
、
私
で
で
き
る
こ
と
は
何

で
も
し
ま
す
。

　  

事
務
局
と
し
て
心
が
け
て
い
る

　  

こ
と
は
？

　
当
組
合
に
は
、
一
般
の
方
も
訪
れ
ま
す
の
で

組
合
の
広
報
担
当
と
し
て
組
合
の
宣
伝
や
工
業

団
地
の
案
内
、
説
明
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

暖
か
い
対
応
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　  

事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
山
を
切
り
開
い
て
造
成
し
た
工
業
団
地
で
あ

り
、
ま
わ
り
に
民
家
や
商
店
も
な
い
こ
と
か
ら
、

日
中
で
も
防
犯
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　  

趣
味
は
？

　
ゴ
ル
フ
で
す
。
先
日
、
自
宅
が
あ
る
大
月
市
で

約
一
九
〇
人
が
参
加
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
な
ど
体
を
動

か
す
に
は
健
康
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

青
汁
を
十
年
前
か
ら
飲
ん
で
健
康
に
気
を
つ
け

て
お
り
ま
す
。

　  

組
合
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　
当
組
合
は
、
自
然
環
境
が
豊
か
で
風
光
明
媚

な
上
野
原
市
に
あ
り
ま
す
。
美
し
い
自
然
を
生

か
し
な
が
ら
、
工
業
団
地
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

﹁
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
・
21
﹂
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
り
、

明
る
く
ク
リ
ー
ン
な
工
業
団
地
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

QQQQQQ

暖かい対応を心がけています !

Q
A

A

Q

　「加入・脱退の自由」について　
　中小企業等協同組合法における「加入・脱退
の自由」とは、どのように解すればよいか。

　組合は、相互扶助の精神を基調とする組織で
あることから、加入及び脱退は任意でなければ
なりません。中小企業等協同組合法において「加
入・脱退の自由」は組合の基準・原則として明示
されるとともに、加入の自由・脱退の自由がそ
れぞれ規定されています。組合への加入は、組
合員資格を有する者と組合との契約の締結で
あり、加入申込みをし、定款に定められた出資
をすることにより初めて組合員たる地位が得
られます。組合は正当な理由がないのに加入を
拒み、また現在よりも困難な条件を付したりす
ることはできません。
　一方脱退は、自由脱退と法定脱退とがあり、
前者の場合組合員は90日前までに予告をし、事
業年度の終わりにおいて脱退することができ
ます。組合員はこの予告期間を１年以内の期間
で延長することができます。後者は、組合員資
格の喪失や死亡・解散、除名等がこれに該当し
ます。なお、脱退したときは、定款の定めにより
持分の全部又は一部の払戻しを請求すること
ができます。

　自由脱退について、事業年度終
　了90日前までの予告期間を設
　けた趣旨について　 　　
　組合は共同事業体であり、経営の維持存続が
優先されます。予告期間を設け、年度末での脱
退を認めることにより、年度中の組合財産の減少、
事業への支障を避けることができます。

近
時
、一
部
に
は
明
る
い
兆
し

が
見
ら
れ
る
も
の
の
依
然
と
し

て
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る

中
小
企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
国
に
お
い

て﹁
三
位
一
体
の
改
革
﹂が
実
施

さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

悪
化
は
深
刻
と
な
り
、
中
小
企

業
に
対
す
る
景
気
対
策
並
び
に

各
種
の
支
援
施
策
の
後
退
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
情

勢
を
受
け
て
、
公
共
事
業
の
縮

小
が
懸
念
さ
れ
県
内
の
建
設
並

び
に
関
連
事
業
者
へ
大
き
な
影

響
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
会
員
団
体
よ
り
、﹁
官

公
需
等
の
受
注
確
保
対
策
﹂
に

つ
い
て
強
い
要
請
を
受
け
て
い

た
。
こ
の
た
び
の
陳
情
は
こ
う

し
た
背
景
を
う
け
た
も
の
。

　
宮
川
会
長
等
は
、
知
事
に
対

し
県
内
中
小
企
業
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
の
後
、
要
請
文
を
手

渡
し
た
。
山
本
知
事
は
中
小
企

業
協
同
組
合
に
お
け
る
﹁
官
公

需
適
確
組
合
制
度
﹂に
言
及
し
、

官
公
需
受
注
の
確
保
の
た
め
に

も
こ
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用

さ
れ
た
い
と
述
べ
た
。
以
下
は

陳
情
の
要
旨
。

１.

県
内
の
地
方
公
共
団
体
が
、

国
を
始
め
関
連
機
関
に
対

し
て
行
う
公
共
工
事
の
委

託
先
に
対
し
て
県
内
企
業

へ
の
発
注
を
最
優
先
と
さ

れ
た
い
。

２.

県
外
企
業
を「
優
遇
措
置
等
」

を
講
じ
て
企
業
誘
致
を
行

う
場
合
、工
場
等
の
建
設

に
対
し
可
能
な
限
り
、県

内
企
業
へ
の
発
注
を
勧
奨

願
い
た
い
。

　
宮
川
睦
武
会
長
を
は
じ
め
滝
沢
守
、小
泉
正
仁
、窪
田
廣
宣
の

副
会
長
は
去
る
五
月
一
二
日
、県
庁
を
訪
れ
山
本
栄
彦
県
知
事

に
官
公
需
受
注
確
保
に
関
し
陳
情
し
た
。

山本知事に陳情する宮川会長
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MEET THE 理事長

　信用調査会社の帝国データバンクの発表によると、2004年度の企業倒産集計（負

債1,000万円以上）は、倒産件数が前年度より －15.9%、13,276件と、13年ぶり

の低水準となりました。しかし帝国データバンクは「中小企業の業況は依然厳しく、

むしろ倒産予備軍は増殖している」と厳しい見方をしています。まだまだ厳しい経

済情勢の中、経営者は取引先の情勢を把握し、連鎖倒産という最悪のシナリオの回

避に努める必要があります。そこで今回は企業倒産の代表的な兆候とそれへの対

応策について述べます。

１  倒産の兆候

　s倒産の兆候１  【支払条件の一方的な変更】
　「締切日を遅らせる」、「現金払いを手形に変更する」、「手形サイトが毎回長く

なる」などの支払条件の変更が行われます。この他に「支払い手形の書き替え（ジ

ャンプ）の要請」、「融通手形を振り出している噂が絶えない」、「在庫商品を投げ

売りしたり、安売りしたりする」、「従業員の給料の遅配や欠配」なども兆候とい

えるでしょう。


　s倒産の兆候２  【経営者や従業員の変化】
　経営者が不在がちであったり（金策等のため奔走していることが多い）、役員

の交代や従業員の退職が頻繁にある（会社の経営状況が危機的になると会社に

見切りをつけて辞める人が出る）など、経営者や従業員の変化も倒産を知らせる

兆候といえます。


s倒産の兆候３  【その他】
　企業活動上、「強力な競争相手の出現」、「大口仕入先の変更」、「主要取引銀行の

変更」、「同業者の評判が悪い」なども倒産の引き金となる事が考えられますので

十分注意が必要です。

２  兆候への対応策

　取引先に倒産する危険がある兆候を察知した時には次のような措置を講じる必

要があるでしょう。

　◆与信限度の見直し（取引額の減額や場合によっては解消）

　◆支払条件の変更の申し入れ、現金払いへの切り替えや手形サイトの短縮化

　◆個人保証や物的担保提供の申し入れ（すでに実行されている時は、連帯保証人

　　の追加や担保の積み増し）

　◆売掛金の相殺の検討

　　取引先の倒産については、対応が遅れれば遅れるほど、被害が大きくなる可能

　　性があることを認識し、取引先の動きには全社的にいつも注意を払うことが

　　肝要です。


（参考：中小企業基盤整備機構HP）

Study
room

　
今
月
の「
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
理
事
長
」は
、か
す
が
商
店
街
振

興
組
合
の
河
西
眞
一
理
事
長
に
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て

　
一
九
〇
五
年
よ
り
続
い
て
い
る
家
業
で
あ
る
洋
食
店
を
継
ぎ
ま

し
た
。長
男
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
父
親
と
相
談
す
る
中
で
コ
ッ
ク
へ

の
道
を
選
び
ま
し
た
。
中
学
卒
業
後
、
経
営
を
学
ぶ
た
め
商
業
高
校

に
進
学
、
そ
の
後
、
同
級
生
の
ほ
と
ん
ど
が
卒
業
後
就
職
を
考
え
て

い
る
中
で
、大
学
進
学
を
決
意
し
法
政
大
学
経
営
学
部
経
済
学
科
に

進
み
、よ
り
高
い
専
門
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
、
そ
の
ま
ま
東
京
に
残
り
高
級
洋
食
店
に
就
職
、
五

年
ほ
ど
コ
ッ
ク
見
習
い
を
経
験
し
た
後
甲
府
に
戻
り
ま
し
た
。も
と

も
と
、料
理
に
限
ら
ず
物
を
作
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
な
ん
の

抵
抗
も
な
く
こ
の
道
に
入
れ
ま
し
た
。

●
組
合
活
動
に
つ
い
て

　
甲
府
に
帰
っ
て
き
た
早
々
待
ち
受
け
て
い
た
も
の
は
、お
店
だ
け

で
は
な
く
商
店
街
組
織
の
会
計
と
い
う
職
で
し
た
。そ
れ
ま
で
は
父

親
が
や
っ
て
い
た
ら
し
く
自
分
自
身
が
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
時
二
八
才
で
し
た
が
、
今
考
え
て
み
れ
ば
そ
れ

が
組
合
活
動
に
携
わ
る
き
っ
か
け
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、本
格
的
に
中
心
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
組
合
活
動
を

行
う
よ
う
に
な
り
、
一
九
七
九
年
︵
昭
和
五
四
年
︶
に
は
、
甲
府
駅
ビ

ル
建
設
に
伴
う
反
対
運
動
の
一
環
と
し
て
、中
心
商
店
街
が
一
体
と

な
り﹁
甲
府
中
心
商
店
街
環
境
整
備
構
想
計
画
﹂を
立
ち
上
げ
、中
心

商
店
街
活
性
化
計
画
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
商
店
街
振
興
組
合

も
立
ち
上
げ
、た
だ
単
に
ア
ー
ケ
ー
ド
の
整
備
等
を
行
う
だ
け
で
は

な
く
、街
の
再
開
発
の
認
識
の
も
と
、業
種
転
換
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
店

の
整
備
、大
き
く
す
る
だ
け
で
な
く
店
を
縮
小
す
る
な
ど
経
営
力
の

改
善
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

●
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て

　
昨
年
創
業
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。昨
年
は
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
り
、今
年
も
秋
く
ら
い
に
飲
食
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
引
き
続

き
一
〇
〇
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
店
自
体
も

こ
れ
ま
で
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。最
大
一
三

〇
席
あ
っ
た
店
も
経
営
の
合
理
化
を
考
え
三
六
席
ま
で
縮
小
し
た

り
、
外
販
用
の
厨
房
を
別
に
つ
く
り
、
下
請
け
の
よ
う
な
こ
と
も
始

め
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
ネ
ッ
ト
販
売
も
検
討
し
て
お
り
、
今
年
は
Ｉ
Ｔ
関
連
の

整
備
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

●
趣
味
、余
暇
の
過
ご
し
方
に
に
つ
い
て

　
こ
う
い
う
仕
事
で
す
か
ら
な
か
な
か
趣
味
を
つ
く
る
ほ
ど
の
時

間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
え
て
言
う
な
ら
、
も
の
を
書
い
た
り
話
を
す

る
こ
と
が
好
き
で
す
か
ら
、
講
習
会
の
講
師
を
引
き
受
け
た
り
、
大

学
の
特
別
講
師
も
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、組
合
で
毎
月
出
し
て
い
る
機
関
誌
の﹃
オ
ヤ
ジ
の
雑
学
﹄と

い
う
コ
ー
ナ
ー
を
引
き
受
け
、執
筆
し
て
い
ま
す
。

●
座
右
の
銘
に
つ
い
て

　
仕
事
で
も
な
ん
で
も
そ
う
で
す
が﹃
人
は
い
い
と
こ
だ
け
見
て
や

れ
！
﹄
と
常
に
思
っ
て
い
ま
す
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
長
所
も
あ
れ
ば
短

所
も
あ
り
ま
す
。人
の
い
い
所
だ
け
み
て
学
ぶ
と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

かすが商店街振興組合
〒400-0032　甲府市中央1-4-7　
TEL
055-228-6229　FAX
055-223-4118

かすが商店街振興組合

理事長　河西眞一

「会社倒産の兆候と対応策」

店
内
風
景

参考：㈱セイケイデータHP

◆危ない会社（信用度の低い会社）を見分けるポイント（２つ以上当てはまる
会社は要注意）
①借入金が多い。（一般的に年商の約半分以上）
②裏付け資産が無い。
③手形のジャンプ。（支払いの遅延など）
④不良債権の発生。（取引先の倒産など）
⑤業績低下。（欠損など）
⑥取引上のトラブル。

◆もっと違った角度から会社の危険度を見分けるポイント（３つ以上当ては
まる会社は要注意）
①代表者がいつも不在。（居留守を使う）
②支払日の約束が守られない。
③会社の内容が不透明で秘密主義。（例：自分の会社の代表者名や住所が回答
出来ない。）

④社長が威張り散らしてワンマン体質。
⑤経営者の女性関係等が派手で、会社の金の浪費が多い。
⑥約束や契約を交わしても守らない。
⑦取引先（仕入先）が逃げてしまう。
⑧会社に得体の知れない人物、怪しい人物が出入りする。
⑨NTT（104番）に電話番号の登録が無い。

見分ける
ポイント
見分ける
ポイント
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ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

job support

■

個
人
情
報
保
護
法
が
こ
の
４
月
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
た
。
個

人
情
報
の
定
義
は
﹁
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
当

該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
な
ど
に
よ

り
、
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
も
の
﹂
と
さ
れ
て
い
る
。﹁
ジ
ョ

ブ
サ
ポ
ー
ト
山
梨
﹂
は
こ
の
法
律
で
い
う
個
人
情
報
取
扱
事
業
者

に
は
該
当
し
な
い
が
、
相
談
業
務
他
に
対
応
し
て
い
る
た
め
、
個

人
情
報
に
日
常
的
に
触
れ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点

か
ら
も
法
の
趣
旨
を
理
解
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■｢

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト｣

に
は
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
あ
る
が
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
で
隔
絶
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
声
を
潜
め
る
の
は
仕

方
が
な
い
。
相
談
者
に
し
て
み
れ
ば
、
他
人
に
聞
か
れ
た
く
な
い

内
容
を
含
め
て
相
談
す
る
わ
け
だ
か
ら
当
然
に
気
を
遣
う
。
相
談

者
が
述
べ
た
く
な
い
こ
と
は
聞
い
て
は
な
ら
な
い
し
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
聞
き
出
し
て
も
、
本
人
の
就
職
活
動
に
影
響
を
与
え
る
可

能
性
は
低
い
。
転
職
に
あ
た
り
現
在
の
勤
務
先
を
聞
く
必
然
性
も

な
い
。
入
手
し
た
個
人
情
報
を
他
の
求
職
者
の
い
る
空
間
で
話
題

に
す
る
こ
と
自
体
が
ご
法
度
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
回
答
に
及
ん
だ

と
し
て
も
、必
要
以
外
の
こ
と
に
は
触
れ
な
い
の
が
鉄
則
だ
。

■

そ
ん
な
状
況
下
、
二
〇
〇
四
年
度
の
直
接
の
相
談
件
数
は
三

三
二
件
。二
〇
〇
三
年
度
の
三
三
〇
件
と
ほ
ぼ
同
数
を
対
応
し
た
。

来
室
者
数
が
二
,
八
九
五
人
と
昨
年
比
約
二
七%

落
ち
込
ん
だ
分
、

相
談
に
時
間
を
割
い
た
。
記
録
を
振
り
返
る
と
、
既
に
就
職
を
果

た
し
た
顔
が
浮
か
ん
で
き
て
懐
か
し
い
。

■

さ
て
、
同
様
の
こ
と
は
応
募
者
の
採
用
選
考
を
行
う
場
合
に

も
い
え
る
。
①
家
族
の
職
業
、
住
宅
・
家
庭
状
況
等
の
質
問
　
②
宗

教
、
支
持
政
党
、
生
活
信
条
、
人
生
観
、
尊
敬
す
る
人
物
、
思
想
、
購

読
新
聞
・
愛
読
書
・
雑
誌
等
の
本
来
自
由
で
あ
る
べ
き
事
項
へ
の

質
問
　
③
ま
た
、
結
婚
後
の
仕
事
感
覚
、
恋
人
の
存
在
等
、
女
性
に

対
す
る
一
定
事
項
の
質
問
も
避
け
る
べ
き
。
募
集
面
接
で
は
労
働

者
本
人
の
適
性
や
能
力
が
求
人
職
種
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
十

分
か
ど
う
か
、
再
度
こ
の
観
点
か
ら
質
問
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
聞
き
出
さ
れ
て
落
と
さ

れ
た
と
思
わ
れ
な
い
た
め
に
も
。

前月号から紙面を刷新し、今まで
以上に読者と親密さを深めた情
報提供の新聞づくりに心掛けて
いきたいと思います。
皆様のご意見・ご要望をお寄せ下
さい。
ご意見・ご要望は、中小企業タイ
ムズ編集班まで

TEL　055-237-3215　　
FAX　055-237-3216　　
E-mail　webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

編 集 後 記

会長に初鹿武仁氏を選出
　　　青年中央会通常総会を開催

東京で第３回交流会を開催

ITセキュリティ研究会T

マイクロソフト社

認定講師　山田和代氏

新会長　初鹿武仁氏

　平成17年５月11日、昭和町の「アピオ甲府」において、山梨県

中小企業団体青年中央会の平成17年度通常総会が22青年部、

58名の参加により開催された。

　総会に先立ち開催した研修会では、「ＩＴ実践塾セキュリテ

ィ編　〜あなたのパソコンは大丈夫ですか？〜」の演題でマイ

クロソフト社認定講師の山田和代さんが企業におけるセキュ

リティ対策について講演を行った。

　総会では、平成16年度事業報告・決算、平成17年度事業計画・

収支予算などが原案のとおり可決決定されるともに、役員の改

選が行われ、次のとおり決定した。

　会　長　初鹿武仁、

　副会長　小林隆広、山縣正道、小林育也、

　理　事　堀内信、小沢浩、滝田慎司、古屋教一、仲村清輝、


　　　　　鈴木浩文、

　監　事　上原重樹、斉藤義一

（敬称略）

　また、懇親会には山梨県商工総務課の殿岡課長、昨年度から交流を行ってい

る西東京山梨倶楽部の志村副会長・小林副会長の両氏をはじめ多くの来賓が

参加され、本県経済の状況、「西東京・山梨経済団体交流会」の今後の活動など

について意見交換が行われた。また、退任した役員が一言づつあいさつを述べ

るなど、和やかなうちに懇親会を終了した。

　西東京・山梨経済団体交流会は５月20日に立川市のセレス立川で第

３回交流会を開催した。

この交流会は、東京の西部に拠点を持つ山梨県出身の企業経営者でつ

くる西東京・山梨倶楽部と山梨県中小企業団体青年中央会、山梨県商工

会青年同友会の３団体が昨年６月に設立したもの。

　当日は、参加者40名が出席。山梨県からは、商工会青年同友会の役員、

事務局職員、青年中央会の初鹿武仁会長、小林育也副会長、仲村清輝理事、

中央会の堀内豊彦専務理事、事務局古屋孝明が出席した。

　主催者を代表して西東京・山梨倶楽部会長長坂紘司氏は「愛着のある

故郷、山梨と経済交流を活発にして中心市街地の活性化などを後押し

したい」とあいさつ。続いて、山梨県の青年部を代表して初鹿武仁会長

が「中央会の中小企業組合まつりなどへの参加を通じて、山梨の若手経

営者や経済団体との交流を推進してもらいたい」とあいさつ。交流会で

は参加者は、和やかに意見交換をして親交を深めた。

あいさつする初鹿会長

交流会で懇親を深める
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さん
ぽ
道

情報BOX

心にビタミン心にビタミン

地域創業助成金のご案内

地域再生の核となる産業における
創業を支援します!

平成17年度
スタート

●創業とは
　サービス10分野や地域重点分野で、法人の設立又は個人事業の開始が対象です

●支給額
　150万～500万円を限度として、創業から6ヶ月以内にかかった経費の3分の1
　が支給されます（限度額は雇入れ数等により異なります）

●雇入れ
　創業から1年半以内に雇い入れた非自発的離職者が対象です
　　※非自発的離職者とは…会社の倒産や定年など、自らの意思によらずに前の
　　　　　　　　　　　　　会社を離職した人です

●支給額（1人当たり）
　常用労働者…30万円　　短時間労働者…15万円

●厚生労働省・（財）高年齢者雇用開発協会

事業計画
の認定

創　業

２人以上
の雇入れ

そ
の
他
、要
件
を
満
た
す
と
…

最
短
で
創
業
後
３
ヵ
月
で

支
給
申
請
で
き
ま
す
!!
　

創業経費
の支援

雇入れの
支援

創業経費の
3分の1
を支給

1人あたり
最大30万円
を支給

  １　地域貢献事業の創業
　以下の事業を主たる事業として行う法人の設立又は個人事業の開業を行
って下さい。
　①サービス10分野（※）

　②地域が選択する重点分野（地域によって異なります。）

  ２　地域貢献事業計画の認定
　創業から6ヶ月以内に、都道府県高年齢者雇用開発協会まで地域貢献事業
計画の申請を行って下さい。

  ３　２人以上の雇入れ
　次のいずれにも該当する労働者を2人以上（うち1人以上は非自発的離職者）
を現に継続して雇用して下さい。
　①常用労働者又は短時間労働者（うち1人以上は常用労働者）
　②雇入れ日現在で65歳未満の者
　③創業の日から1年6ヶ月以内に雇い入れた者
　④雇い入れから3ヶ月以上経過した者

※サービス10分野…
①個人向け・家庭向けサービス②社会人向け教育サービス③企業・団体向けサ
ービス④住宅関連サービス⑤子育てサービス⑥高齢者ケアサービス⑦医療サ
ービス⑧リーガルサービス⑨環境サービス⑩地方公共団体からのアウトソー
シング

　参　考
●創業経費の支援の内容
　創業から６ヶ月以内にかかった以下の経費の３分の１が支給されます。
　（上限額：150万円～500万円、雇い入れ人数等によって異なります。）
　①創業に関する事業計画作成費（経営コンサルタント等の相談経費、登記等
　　の手続きに要した経費等）
　②職業能力開発経費
　③設備・運営経費（事務所・店舗等の改修工事費、事務所等の賃貸料等（人件費
　　を除く。））

お問い合わせ先
　詳しくは、最寄の都道府県高年齢者雇用開発協会までお問い合わせ下さい。
　ご連絡先はhttp：//www.assoc-elder.or.jp/address2.htmlをご覧下さい。

■主な受給の要件 ■支給までの流れ

助
成
金
の
支
給

創
　
　
業

事
業
計
画
の
申
請

（
６
ヵ
月
以
内
）

事
業
計
画
の
認
定

２
人
以
上
の
雇
入
れ

（
創
業
か
ら

 

１
年
６
ヵ
月
以
内
）

支
給
申
請

（
雇
入
れ
か
ら

 

３
ヵ
月
経
過
後
の
日

 

か
ら
１
ヵ
月
以
内
）

　
最
近
読
ん
だ
本
に
心
の
在
り
方
に

つ
い
て
影
響
を
受
け
た
一
冊
が
あ
る
。

　
文
中
作
者
は
、現
代
は
機
能
本
位
、

利
便
性
追
求
に
傾
き
ど
こ
と
な
く
殺

伐
と
し
て
い
る
。そ
ん
な
今
こ
そ
、心

に
ビ
タ
ミ
ン
を
と
説
い
て
い
る
。

　
心
に
ビ
タ
ミ
ン
と
は
、映
画
・
絵
画
・

音
楽
・
文
学
・
演
劇
等
文
化
芸
術
を
指

し
、
そ
れ
ら
美
し
い
物
に
触
れ
心
に

栄
養
を
補
給
す
る
事
に
よ
り
、
豊
か

な
心
を
育
て
る
事
が
出
来
る
と
い
う
。

　
ふ
と
自
分
の
普
段
の
生
活
を
考
え

て
み
る
と
、
や
は
り
栄
養
不
足
を
起

こ
し
て
い
た
。
よ
し
簡
単
な
事
か
ら

始
め
て
み
よ
う
。

　
例
え
ば
、
庭
に
咲
い
て
い
る
花
一

輪
部
屋
に
挿
し
て
み
る
。
そ
れ
は
仕

事
で
、
人
間
関
係
で
疲
れ
た
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
る
。

　
た
だ
生
き
る
だ
け
と
は
違
う
、
よ

り
豊
か
な
人
生
に
な
る
。
美
し
い
も

の
を
見
て
美
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
心

を
持
て
た
ら
⋯
街
を
歩
い
て
い
て
も
、

山
や
海
に
出
か
け
て
も
、
何
を
し
て

い
て
も
楽
し
め
る
自
分
が
そ
こ
に
い

る
。

　
あ
な
た
も
ち
ょ
っ
と
手
を
伸
ば
し

て
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
の

感
じ
る
心
の
ビ
タ
ミ
ン
を
⋯

●山梨県コンクリート製品協同組合　

　　　　　事務局　斉 藤 真由美

平成17年 ９月 中小企業団体全国大会

平成17年10月 富士の国やまなし物産展

平成17年11月 記念式典・表彰・講演・祝賀会

平成18年 １月 創立50周年記念誌の発行

平成18年 ３月 創立50周年記念組合まつり

　　  〃 海外視察研修

平成17成 年度山梨県中小企業団体中央会7

創立創立5050立立 周年記念事業概要予定周年記念事業概要予定00



第三種郵便物認可　平成17年６月１日（水曜日）

情報BOX

昇給などにより給与が大幅に変更されたときは、
報酬月額変更届の提出を！

　昇（降）給等により給料が変更になったときに、一定の要件に該当すれば報

酬月額の変更届が必要になります。

　標準報酬月額は毎月１回７月に決定されますが次の３つの要件すべてに

該当する場合、定時決定を待たずに標準報酬の改定が行われます。（随時改定）

　①固定的賃金に変動があったとき

　②固定的賃金の変動月から継続した３ヶ月間にうけた報酬の平均月額が、

　　現在の標準報酬月額に比べ、２等級以上の差が生じたとき。

　③３ヶ月とも、報酬支払の基礎日数が20日以上であること。

賞与が支払われたときは、賞与支払届けの提出を！

　健康保険・厚生年金保険とも、賞与が支払われたときには、被保険者賞与支

払届が必要となります。

　標準賞与額とは、各被保険者への１回ごとの賞与等支給額の1,000円未満

を切り捨てたものです。

　また、標準賞与額には上限が設けられており、政府管掌健康保険では200

万円、厚生年金保険では150万円となっています。

社会保険事務所からのお知らせ…

詳しくはお近くの社会保険事務所まで・・・
●甲府社会保険事務所　●山梨社会保険事務所大月事務局　●竜王社会保険事務所


